
山梨県昭和町議会ホームページ
http://www.town.showa.yamanashi.jp/



2やまなし昭和町議会 No.149
平成23年4月22日発行

2010.92010.9
休日議会を開催

2010.72010.7
昭和町で初の
議会活動報告会

2010.92010.9
議会基本条例を
制定（10月1日施行）

2010.112010.11
学院大学生による
町づくり政策提言報告会

2011.22011.2
全国町村議会表彰を受賞
（941町村の中で優良議会に選ばれる）
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2010.12010.1
議会広報が
全国で2位に輝く

2010.112010.11
学生と議員の
ワークショップ

2009.102009.10
学生による町民の議会
に対する意識調査

2009.52009.5
井戸端会議を
全地区訪問スタート

2009.42009.4
政務調査費条例改正
（年12万円→6万円）

2009.32009.3
一般質問
一問一答方式に

2008.112008.11
大学生による
模擬議会を開催
（全国初の試み）

2008.102008.10
議会改革推進会議を
開催（計20回）

2008.22008.2
飯喰区で初めて
試験的な井戸端会議

2008.52008.5
全国で初めて山梨
学院大学と提携を結ぶ

2007.52007.5
浅川議長を先頭に
任期をスタート

2007.112007.11
区長と議員の意見交換会
（この年から毎年1回開催）
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年度

平成21年

平成22年

参加総数

470人

459人

質問数

143

137

即答

37

88

検討

16

48

現行制度の点検・
見直し・改善

具体的改善・改革

●議会改革推進委員会の設立による委員会の定例開催
●会議規則・議会申し合わせ事項の見直し
●議会基本条例の制定
●議員定数問題の検討協議
●一問一答方式の導入
●議員政務調査費半減の条例改正
●議会広報の刷新充実・インターネットの活用

意識改革

資質向上

問題解決力の向上

●山梨学院大学（ローカルガバナンス研究センター）との
　提携による研修会・学習会を開催
●学生模擬議会実施による議会運営改革研修
●学生とのワークショップ開催による共同討議
●各委員会で研修テーマを設定し、自主研修会開催
●全議員での先進議会視察研修会開催
●地元企業との意見交換会および企業見学会
●各議員の個人課題の調査研究活動の日常化

住民活動への参加

協働活動の推進

●地域行事等への積極的参加・ホタル
　愛護活動等への参加
●各種団体代表者懇談会の開催
●各種団体・委員会との交流による
　協働活動（安協・区長会・教育委員会等）
●井戸端会議の開催による各区の現状・
　課題の把握と住民の議会への要望等の把握
●あいさつ運動への参加・協力
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■議員の名前と顔を知っていますか？
　まだ低い認識と関心度。
　まったく知らないが約半数。
　78％がまったくかあまり知らない。

■100点満点中何点か？
　議会の総合評価　68点

■議会を身近に感じているか？
　93％の人が身近に感じていない。

■議会への興味や関心は？
　あまり持っていないが半数。
　31％がある程度は関心がある。

■昭和町議会に満足していますか？
　54％の住民は、ある程度満足。

■議会だよりは見ますか？
　よく見ている・時々見て
　いるが7割以上を占める。

■議会のホームページで議会の動きは見ていますか？
　まったく見ていないが79％

■議会における住民参加をどのように推進すべきか？
　情報公開制度の充実　41％
　議員との意見交換会の場を充実　25％
　傍聴しやすい環境づくり　18％

■議会に求める役割は？
　地域住民の声の代弁　74％
　政策事業の立案　11％
　執行機関への監視機能　7％

子育て世代の母親に聞きました！！
あなたにとって昭和町議会は？
評価は厳しい68点

山梨学院大学政治行政学科の学生が
平成22年12月に1歳半検診に参加
した父母に対して実施
対象：30歳代　75％  女性96％　101人
場所：児童センター、各児童館

山梨学院大学教授　江藤俊昭

　議員といえば、地元の利益だけを考える短絡的議員か、当選
したらふんぞり返るか、横暴議員か、といったイメージが一般
的ではなかろうか。
　昭和町議会は、議員がプライドを持って活動すべく、議会改
革に大きく踏み出した。もちろん、町民からみれば当たり前の
改革かもしれない。しかし、住民の前に出るのは勇気あること
であり、政策提言には責任を伴う。自治を担う議会として町民
の前に現れた。もちろん、議会改革が目的ではない。住民の福
祉向上につながること、これをチェックしながら、さらなるバ
ージョンアップを期待している。

　この4年間を振り返ってみますと町民に信頼される議会、開
かれた議会を目指し議会改革を進めてまいりました。
　学ぶ、行動する、変革・改革する議会をテーマに、山梨学院
大学と提携し専門的知識の習得や学生との交流、各種団体との
意見交換会、井戸端会議など、身近な議会として議論しできる
だけの活動をし、昨年10月には昭和町議会の憲法ともいえる
議会基本条例を制定しました。
　しかし、議会改革はまだまだの思いも強く、今後も引き続き
改革を進めていってもらいたいと考えています。

議会議長　浅川武男



　
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

義
務
教
育
時
ま
で
医
療
費
無
料

化
に
し
て
保
護
者
の
負
担
を
軽

減
で
き
な
い
か
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率

的
な
運
用
を
図
る
た
め
に
、
各

種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を

分
野
ご
と
に
テ
ー
マ
（
政
策
）

を
定
め
て
町
民
の
意
向
調
査
を

行
い
ま
す
。
そ
の
結
果
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で
必

要
と
さ
れ
る
施
策
の
あ
り
方
を

再
検
討
し
ま
す
。

　
押
原
小
学
校
の
校
庭
を
芝
生

化
し
て
評
判
が
良
い
の
で
、
西

条
小
学
校
・
常
永
小
学
校
の
校

庭
も
芝
生
化
し
て
教
育
環
境
の

整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

　
押
原
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
植
え
た
芝
生
の
生
育
状
態
や

管
理
状
況
を
検
証
中
で
す
。
先

生
方
の
維
持
管
理
（
水
や
り
）

の
負
担
が
大
き
く
、
教
育
現
場

と
相
談
す
る
中
で
他
の
小
学
校

に
も
広
め
る
か
検
討
し
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
は
異
常
な
酷
暑
で

し
た
。
授
業
中
に
34
℃
〜
35
℃

も
あ
る
日
が
あ
り
、
扇
風
機
で

は
勉
強
で
き
る
良
好
な
環
境
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
す
べ
て
の
小
中
学
校
の
校
舎

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ
く
、

6
月
補
正
予
算
に
向
け
て
検
討

に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
増
加
は
進
ん
で
い

ま
す
。
地
域
の
状
況
や
き
め
細

や
か
な
対
応
を
し
て
い
く
た
め

に
、
社
会
福
祉
士
と
の
3
人
体

制
を
要
望
し
ま
す
。

　
3
人
体
制
に
し
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
12
月
議
会
の
一
般

質
問
で
の
町
長
の
答
弁
は
「
押

原
公
園
完
成
後
に
検
討
す
る
」

と
言
う
こ
と
で
し
た
。
再
度
、

要
望
し
ま
す
。

　
町
の
財
政
が
厳
し
い
状
況
下

で
は
、
新
し
い
施
設
は
当
面
は

建
設
で
き
ま
せ
ん
。
既
存
の
施

設
を
利
用
し
な
が
ら
、
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

地域包括支援センター事業の介護予防運動
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新年度予算編成にあたり教育厚生常任委員会が
提言したことがどうなったのか。

小
学
校
の

校
庭
芝
生
化

提言③

昭
和
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
を

3
人
体
制
に

提言⑤

小
中
学
校
の

暑
さ
対
策

提言④

85
歳
以
上
の

医
療
費
の
無
料
化

提言②

事
業
を
見
直
し
て

財
源
の
確
保
を

回答

中
学
3
年
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化

提言①

検
討
中

回答

検
討
中

回答

検
討
中

回答

早
期
実
現
へ

回答

当
面
臨
時
職
員
対
応

で
整
備

回答

高
齢
者
・
障
が
い
者

福
祉
拠
点
の
整
備

提言⑥



7 やまなし昭和町議会 No.149
平成23年4月22日発行

・
学
校
現
場
と
行
政
を
結
ぶ
「
教

　
育
指
導
主
事
」
設
置

・
育
成
会
、
子
供
ク
ラ
ブ
な
ど

　
青
少
年
健
全
育
成
、
文
化
継

　
承
、
生
涯
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
活
動
な
ど
の
推
進
を
め
ざ

　
し
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

・
行
政
区
制
度
改
革
↓
地
域
力

　
活
性
化
交
付
金
の
活
用

・
地
区
担
当
職
員
制
度
の
推
進

・
商
工
会
・
工
業
会
支
援
　
民

　
間
企
業
に
公
共
施
設
開
放

・
事
務
・
事
業
の
見
直
し
、
分

　
野
ご
と
の
政
策
テ
ー
マ
設
定

・
議
会
と
行
政
に
よ
る
政
策
評

　
価
の
実
施

・
職
員
研
修
の
推
進
、
人
事
評

　
価
と
若
手
職
員
の
ア
イ
デ
ア

　
提
言

・
農
業
の
振
興
・
昭
和
町
ブ
ラ

　
ン
ド
の
開
発
　

・
不
耕
作
地
解
消
、
受
委
託
事

　
業
促
進

・
「
昭
和
の
日
」
に
環
境
美
化
、

　
緑
の
保
全
事
業

・
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
暮
ら

　
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

・
徒
歩
で
用
が
足
せ
る
安
全
な

　
道
路
整
備
公
共
交
通
機
関
活

　
用
の
周
辺
整
備

・
支
え
合
い
、
見
守
り
シ
ス
テ

　
ム
、
災
害
時
の
弱
者
救
済
体

　
制
整
備

・
市
街
化
調
整
区
域
内
の
開
発

　
許
可
制
度
を
研
究

・
農
用
地
区
域
除
外
の
方
針
を

　
定
め
、
区
域
の
振
興
を
図
る

子
供
た
ち
の
健
全
育
成

「
昭
和
教
育
」
実
現
へ

農
業
振
興
と
環
境
美
化

土
と
緑
を
次
世
代
へ

コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り

市
街
化
調
整
区
域
の

都
市
計
画

地
域
力
の
活
性
化

「
地
域
や
お
店
が
輝
く

　
ま
ち
づ
く
り
」

財
政
健
全
化
と
職
員
能
力

向
上
「
役
場
の
サ
ー
ビ
ス
が

よ
く
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
い

　
3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
、
東
北
を
中

心
と
し
た
東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
昭
和

町
内
も
震
度
4
〜
5
の
揺
れ
を
観
測
し
、

一
時
、
職
員
や
議
員
が
役
場
の
外
に
避
難

を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
11
日
は
午
後
3
時
で
会
議
を

打
ち
切
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
議
会
は
節

電
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
3
月
14
日
の
全
員
協
議
会
で
は
岩
手
県
・

宮
城
県
・
福
島
県
な
ど
被
災
地
救
援
の
た

め
、
昭
和
町
議
会
と
し
て
一
刻
も
早
く
義

援
金
を
贈
る
こ
と
を
決
め
、
議
員
が
出
し

あ
い
50
万
円
を
14
日
に
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
厚
生

文
化
事
業
団
に
届
け
ま
し
た
。
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億3,440万円

・・ 1億2,295万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5億9,580万円

・医療費助成

・総合健診・人間ドック・予防接種

・保育所運営費

・子供手当費費

・介護給付費

・商工業振興事業

・常永土地区画整理事業

・西条・昭和ＩＣ線街路事業

・ゴミ収集処理費

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4億7,819万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億1,492万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億9,430万円

・・・・・・・・・・・・・・ 3億3,300万円

・・・・・・・・・ 1億　505万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5億7,285万円

※人口：1万7,465人（平成23年3月末日現在）
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■平成23年度一般会計・特別会計予算

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス
下水道事業
渇水対策

特
　
別
　
会
　
計

一　般　会　計
会　計　名

合　　計

予　算　額
63億8,200万円

15億7,600万円

1億　470万円

6億1,695万円

1,426万円

11億　300万円

551万円

98億0,242万円

前年度比
△3.9％

8.0％

3.8％

3.3％

16.0％

△6.6％

0.0％

△1.9％

賛成13：反対1

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

可否

　
法
令
上
の
概
念
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
長

や
議
員
の
改
選
を
目
前
に
控
え
て
い
る
場
合

な
ど
、
１
年
間
の
行
政
活
動
を
予
算
計
上
す

る
こ
と
が
困
難
、
あ
る
い
は
適
当
で
な
い
と

判
断
し
た
場
合
、
新
規
の
施
策
等
を
見
送
り
、

政
策
的
経
費
を
抑
え
、
義
務
的
経
費
を
中
心

に
編
成
さ
れ
た
予
算
を
い
い
ま
す
。
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平
成
23
年
3
月
定
例
会
は
、
3
月
8
日
か
ら
24
日
ま
で
の
会
期
で
開
き
ま

し
た
。
町
長
か
ら
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
特
別
会
計
補
正

予
算
7
件
の
ほ
か
、
23
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ら
び
に
特
別
会
計
7
件
、
条

例
の
改
正
5
件
、
人
事
案
件
1
件
な
ど
合
計
21
件
と
、
請
願
・
陳
情
・
意
見

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
6
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
に
つ
い
て
幅
広
く
一
般
質

問
を
展
開
し
、
町
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　一般会計は、町税、国・県の支出金、地方交付税などを財源と
して1億9,028万円を増額し、予算の総額を74億5,983万円としました。
　補正の主な事業としては、ヒブ、肺炎球菌予防ワクチン接種費
の助成、上河東区公会堂建設補助金、西条小学校の遊具改修・図
書館の改修費などです。なお一般会計の剰余金2億885万円を基金
に積み立てました。

一般会計一般会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

一般会計からの繰入金、共同事業交付金、保険税などを財源とし
て補正増額し、医療給付費などに充てるものです。

国民健康保険会計

老人保健会計 ……………………………………△7千円

…………………………1億1,727万円

後期高齢者医療会計 ……………………………214万円
介護保険会計 …………………………………△249万円
下水道事業会計 ……………………………△7,884万円
渇水対策事業会計 ………………………………63万円

特別会計特別会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

・
職
員
給
与
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員
の

　
持
ち
家
住
居
手
当
の
廃
止
、

　
期
末
手
当
の
減
額
。

・
特
別
会
計
設
置
条
例

　
老
人
保
健
特
別
会
計
を
廃
止
。

・
手
数
料
条
例

　
住
基
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数

　
料
徴
収
お
よ
び
身
障
者
補
助

　
犬
の
手
数
料
免
除
。

・
住
宅
設
置
条
例

　
町
営
住
宅
家
賃
の
口
座
引
き

　
落
と
し
を
可
能
に
す
る
た
め
。

・
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

　
者
負
担
金
に
関
す
る
条
例

　
市
街
化
調
整
区
域
へ
の
下
水

　
道
整
備
に
伴
う
負
担
金
を
設

　
定
。

※
全
員
賛
成
で
可
決
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　平成22年度の予算で、西条・昭和インター
線街路事業が平成23年度に明許繰越されま
した。西条･昭和インター線とは中央道ボッ
クスから県道甲府南アルプス線の間の道路
のことです。
　この事業は、平成16年度に一度着手しま
したが、財政上の理由から継続が厳しくなり、
平成17年度から一時延期となりました。そ
の後、住民の要望書等も受け関係機関とも
協議する中で検討を進め、平成21年度から
再開しました。

年度別事業計画予定（H21～H26）

用地買収、物件補償

平成22～23年度

事業認可申請、用地測量、物件補償調査

平成21年度

用地買収、物件補償、工事実施

平成24年度

工事実施

平成25～26年度

ますます活用！押原公園

教
育
委
員
の
任
命

甲
府
バ
イ
パ
ス

中
央
自
動
車
道

甲府
昭和
IC

西条・昭和インター線街路事業道路
明
許
繰
越
と
は

　
年
度
内
に
事
業
の
支
出
を
終

わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の
は
、

議
会
の
議
決
を
得
て
、
翌
年
度

に
繰
り
越
し
て
使
用
で
き
る
。

（河西区）
油川　勝司さん

・
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

　
テ
ム
の
基
本
制
度
案
要
綱
」

　
に
基
づ
く
保
育
制
度
に
反
対

　
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

　
る
請
願

（
提
出
者
）

　
山
梨
保
育
運
動
連
絡
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
秋
山
な
ほ
み

（
紹
介
議
員
）
　
深
澤
　
平
助

※
全
員
賛
成
で
議
決

　
議
会
で
は
こ
の
請
願
を
審
査

し
た
結
果
、
議
長
名
で
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま

し
た
。

（
提
出
先
）

　
衆
参
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

　
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
少
子

　
化
対
策
担
当
大
臣

・
市
町
村
管
理
栄
養
士
配
置
を

　
求
め
る
陳
情

（
提
出
者
）
栄
養
士
関
係
団
体

※
継
続
審
査

（
再
任
）
任
期
４
年
間

※
全
員
賛
成
で
同
意

▼
押
原
公
園

　
押
原
公
園
の
設
備
、
備
品
に

つ
い
て
平
成
23
年
4
月
か
ら
3

年
間
、
社
団
法
人
山
梨
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
を
管
理
者
に
指
定
。

※
全
員
賛
成
で
可
決



河
住
議
員
　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
委

託
料
金
額
が
大
き
い
が
、
今
後
ど

う
な
る
の
か
。

税
務
課
長
　
23
年
度
は
軽
自
動
車

税
の
収
納
の
み
だ
が
、
順
調
に
進

め
ば
住
民
税
と
固
定
資
産
税
を
コ

ン
ビ
ニ
収
納
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

予
算
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
金
額

は
単
年
度
の
み
の
委
託
料
に
な
る
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の

今
後
は
？

3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑
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田
中
議
員
　
常
永
の
区
画
整
理
も

あ
り
、
Ｊ
Ａ
跡
地
の
補
償
井
戸
は

ど
う
管
理
し
て
い
く
の
か
。

山
田
議
員
　
停
止
し
た
場
所
の
点

検
は
し
て
い
く
の
か
。
必
要
な
と

き
使
え
な
く
な
る
の
は
問
題
。

環
境
経
済
課
長
　
区
画
整
理
で
の

補
償
井
戸
は
、
水
道
局
で
は
順
次

止
め
て
い
き
た
い
と
の
意
見
も
あ

る
。
農
業
用
水
の
確
保
の
面
で
も
、

す
ぐ
に
は
補
償
井
戸
の
停
止
は
考

え
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
点
検
は
局
の
責
任
で
行

い
、
要
望
が
あ
れ
ば
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
。
防
火
用
水
と
し
て
も

検
討
を
重
ね
た
い
。

使
わ
な
い
補
償
井
戸

の
今
後
は
？

樋
口
議
員
　
肺
炎
球
菌
・
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
で
、
死
亡
者
が
出
て
い
る

が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

深
澤
議
員
　
今
年
度
予
算
の
予
防

費
が
大
幅
に
増
額
だ
が
、
事
業
内

容
と
予
算
額
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
全
国
で
4

〜
5
人
が
死
亡
。
3
月
時
点
で
は

国
の
指
導
で
接
種
を
中
止
。
国
で

有
識
者
会
議
が
行
わ
れ
、
方
向
性

を
話
し
あ
っ
て
い
る
。
子
宮
頸
が

ん
は
6
5
1
人
1
回
1
万
5
千
円
、

ヒ
ブ
8
9
6
人
1
回
8
千
円
、
小

児
肺
炎
球
菌
8
9
6
人
1
回
1
万

円
、
日
本
脳
炎
6
0
0
人
1
回
7

千
3
7
0
円
、
日
本
脳
炎
9
〜
10

歳
分
8
0
0
人
1
回
7
千
3
7
0

円
を
予
定
。
人
数
は
通
算
。

予
防
接
種
の
対
応
は
？

遠
藤
議
員
　
区
画
整
理
が
進
ん
で

い
る
が
、
申
請
は
ど
の
ぐ
ら
い
増

え
て
い
る
の
か
。
発
電
量
は
何
キ

ロ
が
多
い
か
。

環
境
経
済
課
長
　
昨
年
度
の
当
初

予
算
で
は
20
件
2
4
0
万
円
だ
っ

た
が
、
さ
ら
に
18
件
分
追
加
し
た
。

今
年
度
は
35
件
4
2
0
万
円
の
予

算
。
平
均
的
な
個
人
住
宅
で
3
〜

4
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
普
通
、
補
助
金

は
9
〜
12
万
円
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
補
助
金
利
用
！

太陽光発電の仕組み

役
場
内
で
も
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
P
R
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3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

河
住
議
員
　
22
年
度
の
国
保
補
正

で
、
約
1
億
円
を
増
額
し
て
い
る

原
因
は
。
当
初
に
比
べ
て
差
が
大

き
い
。
見
込
み
が
違
い
す
ぎ
る
の

か
。

三
井
議
員
　
レ
セ
プ
ト
電
算
化
は

い
つ
か
ら
。

河
田
議
員
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流

行
の
影
響
は
な
い
の
か
。

町
民
窓
口
課
長
　
担
当
と
も
確
認

し
た
が
特
別
な
要
因
は
な
い
。
前

年
度
と
比
較
し
1
カ
月
で

1
0
0
0
万
円
も
違
う
月
も
あ
る
。

年
々
医
療
費
が
増
え
て
い
る
。
23

年
度
か
ら
レ
セ
プ
ト
電
算
化
に
な

り
、
細
か
い
状
況
が
つ
か
め
る
と

思
う
。
昨
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
う
。
季
節

の
節
目
の
月
は
特
に
差
が
あ
り
、

毎
月
の
比
較
で
も
医
療
費
が
増
え

て
い
る
。
も
っ
と
分
析
し
た
い
。

医
療
費
が

増
え
す
ぎ
て
い
る
！

山
田
議
員
　
西
条
小
遊
具
改
修
事

業
の
遊
具
の
内
容
は
。

福
島
議
員
　
一
度
こ
の
事
業
を
取

り
や
め
た
が
、
今
回
予
算
が
つ
い

た
の
は
な
ぜ
か
。

野
中
議
員
　
自
動
車
借
り
上
げ
の

金
額
が
大
き
い
が
。

学
校
教
育
課
長
　
遊
具
は
、
移
設

が
平
行
棒
と
複
列
シ
ー
ソ
ー
、
新

設
が
大
型
2
人
乗
り
ブ
ラ
ン
コ
、

丸
太
の
平
均
台
、
既
存
遊
具
の
塗

装
。
町
の
財
政
が
厳
し
く
、
移
設

等
の
金
額
が
大
き
い
た
め
取
り
や

め
た
が
、
3
月
末
ま
で
の
予
算
計

上
な
ら
補
助
金
制
度
が
適
用
で
き

た
の
で
計
上
し
た
。
自
動
車
借
り

上
げ
は
中
学
校
の
部
活
動
の
移
動

バ
ス
代
。
22
年
の
実
績
か
ら
判
断
。

町
の
バ
ス
も
利
用
し
て
い
る
が
、

同
日
開
催
の
部
活
が
あ
っ
た
り
、

借
り
る
場
面
も
増
え
、
県
大
会
な

ど
に
勝
ち
進
む
と
増
え
る
。

学
校
関
係
の
予
算
は
？

　
深
澤
議
員
か
ら
議
会

基
本
条
例
の
中
に
、
倫

理
的
な
関
係
か
ら
議
員

の
「
政
党
あ
る
い
は
会

派
に
属
す
る
こ
と
を
公

表
す
る
」
条
文
を
追
加

す
る
こ
と
を
提
案
。

塚
原
議
員
　
住
民
全
体
の
代
表
で

あ
れ
ば
、
政
党
を
公
開
し
て
も
構

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

志
村
議
員
　
ほ
と
ん
ど
が
無
所
属

で
あ
る
し
、
小
さ
な
町
で
政
党
を

義
務
付
け
な
く
て
も
い
い
。

浅
川
議
長
　
解
説
に
も
特
定
の
地

域
や
団
体
の
代
理
人
や
代
弁
者
で

な
く
…
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
町

全
体
の
代
表
で
あ
れ
ば
関
係
な
い

と
思
う
。
倫
理
と
政
党
が
リ
ン
ク

す
る
と
は
思
え
な
い
。

萩
原
議
員
　
あ
え
て
明
記
す
る
必

要
は
な
い
。

地
方
分
権
対
策

特
別
委
員
会

三
井
議
員
　
災
害
対
策
費
の
避
難

所
防
災
備
品
は
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
西
条
小
・
常
永

小
と
昭
和
高
校
に
、
プ
レ
ハ
ブ
の

備
品
庫
を
設
置
し
た
。
23
年
度
か

ら
シ
ー
ト
等
徐
々
に
整
備
を
し
て

い
く
。 避

難
所
防
災
備
品
は
？昭和高校内の防災倉庫



災
害
対
策
器
具

登
録
制
度
の
推
進
を

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

自
主
防
災
会
の
意
見

聞
き
、導
入
に
努
力

平
成
7
年
に
発
生
し
た

阪
神
淡
路
大
震
災
の
教

訓
や
、
東
海
地
震
を
想
定
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
も
あ
り
、
自
主

防
災
組
織
に
対
す
る
活
動
支
援
と

し
て
、
各
地
域
の
個
人
が
保
有
す
る
、

災
害
時
用
の
機
具
・
機
材
（
消
火
器
・

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
カ
ッ
タ
ー
・
発

電
機
・
ジ
ャ
ッ
キ
・
テ
ン
ト
等
）

を
登
録
す
る
こ
と
で
、
防
災
意
識

の
高
揚
と
、
訓
練
に
参
加
す
る
意

識
が
高
め
ら
れ
、
各
区
自
主
防
災

組
織
に
と
っ
て
も
心
強
い
。
登
録

制
度
の
推
進
を
提
案
す
る
。

大
規
模
災
害
の
未
然
防

止
と
、
発
生
時
の
被
害

軽
減
の
た
め
、
自
主
防
災
会
の
果

た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
支

援
策
と
し
て
資
機
材
の
整
備
は
、

補
助
制
度
で
整
備
促
進
を
図
り
、

手
引
書
の
作
成
や
研
修
会
の
実
施

な
ど
、
組
織
力
強
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
各
自
主
防
災
会

で
は
、
組
織
の
体
制
整
備
や
防
災

訓
練
の
実
施
、
防
災
資
機
材
の
整

備
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
今
後
、
自
主
防
災
会
の
意
見
を

聞
き
、
登
録
制
度
導
入
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。

どんな防災用品をお持ちですか？

各区で防災訓練
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町
長

志
村

志村　　茂 議員
し しげるむ ら
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健
康
体
操
実
施
中
！

長生きしてよかったと
思える町づくりを河住　保茂 議員

か わ や す し げす み

河
住
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町
長 ニ

ー
ズ
に
沿
っ
た

教
室
、講
座
を
企
画

再
質
問

町
長
河
住不

登
校
の
現
状
と

予
防
対
策
は

河
住細

や
か
な

支
援
を
行
う

教
育
長

障
が
い
者
・
お
年
寄
り

の
負
担
軽
減
を

文
書
量
軽
減
可
否

を
検
討
す
る

健
康
づ
く
り
に
意
欲
を

燃
や
す
高
齢
者
の
た
め

の
施
策
が
必
要
だ
。

①
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
高
齢
者
学

級
の
開
設
を
。

②
保
健
・
福
祉
・
医
療
連
携
で
健

康
増
進
施
設
整
備
を
。

①
各
地
区
公
会
堂
を
拠

点
に
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
や
趣
味
・
教
養
の
講
座
等
、
高

齢
者
向
け
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
高
齢
者
に
限
ら
ず
団
塊
世

代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
教
室
、
講

座
を
企
画
し
て
い
き
た
い
。

②
財
政
が
厳
し
い
状
況
だ
が
、
総

合
会
館
や
押
原
公
園
、
温
水
プ
ー

ル
な
ど
公
共
施
設
を
活
用
し
、
健

康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
、
ま
た

親
睦
・
交
流
場
所
と
し
て
地
域
づ

く
り
に
も
気
軽
に
集
ま
っ
て
楽
し

ん
で
欲
し
い
。
お
一
人
お
一
人
が

充
実
し
た
人
生
が
送
れ
る
よ
う
に
、

私
も
適
切
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

教
室
の
講
座
を
1
本
化

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

メ
ニ
ュ
ー
を
い
ろ
い
ろ

用
意
し
て
い
る
。
窓
口

の
統
一
化
も
検
討
し
た
い
。

①
本
町
の
不
登
校
の
実

態
は
。

②
い
じ
め
と
体
罰
の
実
態
は
。

③
不
登
校
対
策
、
学
校
の
指
導
は
。

①
30
日
以
上
の
長

期
欠
席
者
は
18
人
。

友
人
関
係
や
学
業
の
不
振
、
入
学
・

転
学
時
の
不
適
応
、
家
庭
の
生
活

環
境
の
変
化
等
、
本
人
に
関
わ
る

問
題
と
し
て
極
度
の
不
安
や
緊
張
、

無
気
力
等
な
ど
。

②
い
じ
め
と
思
わ
れ
る
状
況
が
4

件
あ
り
、
担
任
等
が
発
見
し
た
も

の
1
件
、
本
人
か
ら
の
訴
え
に
よ

る
も
の
2
件
、
保
護
者
の
訴
え
に

よ
る
も
の
が
1
件
。
教
師
に
よ
る

体
罰
と
い
っ
た
事
例
は
報
告
を
受

け
て
い
な
い
。

③
不
登
校
を
引
き
起
こ
し
た
要
因

を
早
く
と
ら
え
、
き
め
細
や
か
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

全
職
員
が
情
報
を
共
有
し
、
共
通

理
解
の
下
で
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

軽
減
を
望
む
。

医
療
機
関
で
は
保
険
適

用
外
の
た
め
、
統
一
さ

れ
て
い
な
い
が
、
平
成
23
年
度
に
、

第
3
次
障
害
者
計
画
・
第
3
期
障

害
者
福
祉
計
画
策
定
の
中
で
、
文

書
料
負
担
金
軽
減
の
可
否
を
判
断

し
て
い
き
た
い
。

町
長

河
住
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深沢　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

深
澤

町
長 保

険
事
業
専
門
部
会

に
提
案
を
指
示

町
長

深
澤

再
質
問

深
澤 住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
創
設
を

利
子
補
給
制
度
が
あ
り

助
成
は
難
し
い

2
0
1
2
年
に
介
護
保

険
が
改
訂
さ
れ
る
。
本

町
の
要
介
護
者
は
3
3
5
人
、
要

支
援
1
が
9
人
、
2
が
35
人
だ
が
、

こ
の
人
た
ち
は
改
訂
で
介
護
給
付

か
ら
外
さ
れ
る
。
町
の
考
え
は
。

制
度
が
始
ま
っ
て
10
年
、

国
で
は
持
続
可
能
な
介

護
保
険
制
度
と
す
る
た
め
、
制
度

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
が
、

理
念
に
沿
っ
た
内
容
に
改
正
し
て

い
た
だ
き
、
高
齢
者
負
担
を
抑
え
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
お
願
い

し
た
い
。
新
年
度
は
第
5
期
介
護

保
険
事
業
計
画
見
直
し
時
期
で
、

生
活
援
助
・
家
事
援
助
等
は
、
介

護
保
険
事
業
計
画
専
門
部
会
に
、

提
案
す
る
よ
う
指
示
を
し
て
い
き

た
い
。

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
打

ち
切
り
は
、
大
き
な
後

退
で
深
刻
な
問
題
だ
。
町
で
続
け

る
考
え
は
。町

民
意
見
が
反
映
で
き

る
よ
う
、
努
力
し
た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
、
本

町
で
も
こ
の
施
策
を
積
極
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
19
年
度
か
ら
、
町

内
小
規
模
事
業
者
の
支

援
を
目
的
に
、
制
度
資
金
融
資
を

対
象
に
利
子
補
給
制
度
を
設
け
た
。

県
内
他
自
治
体
の
中
で
も
特
に
有

利
な
内
容
で
、
今
年
度
も
1
5
0

社
余
が
利
用
を
申
請
し
て
い
る
が
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

現
状
で
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

町
長

昭和フェスティバルにて高齢者疑似体験
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昭
和
町
の
平
和
推
進
は

学校現場でも平和の大切さを伝える

保坂　明子 議員
ほ て る こさ か

保
坂

恒
久
平
和
と
非
核

実
現
に
一
層
の
努
力

町
長

教
育
長

再
質
問

町
長

保
坂

保
坂

町
長 ま

ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り

を
視
点
に
取
り
組
む

再
度
「
食
育
推
進
計

画
の
策
定
」
を
問
う

　
昭
和
町
議
会
と
山
梨

学
院
大
学
学
生
と
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
、
学
生
が

昭
和
町
役
場
の
前
に
掲
げ
て
あ
る
「
核

兵
器
廃
絶
平
和
宣
言
の
ま
ち
」
を

具
現
化
す
る
必
要
性
の
政
策
提
言

を
し
た
。
戦
争
を
知
ら
な
い
若
者

が
昭
和
町
を
思
う
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
心
が
動
か
さ
れ
、
若
者
の
政

策
提
言
を
含
め
て
、
町
長
に
は
町

民
に
対
し
て
、
教
育
長
に
は
教
育

課
程
の
中
で
、
昭
和
町
の
平
和
推

進
の
現
在
ま
で
の
経
緯
と
、
今
後

の
方
向
性
を
問
う
。

非
核
宣
言
自
治
体
連
絡

協
議
会
の
総
会
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
、
8
月
に
行

わ
れ
る
「
平
和
の
火
リ
レ
ー
」
へ

の
激
励
等
、
数
々
の
活
動
を
推
進

し
て
き
た
。
今
後
も
核
兵
器
廃
絶

を
訴
え
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
や

非
核
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
に
協
力
し
、
恒
久

平
和
と
非
核
実
現
に
向
け
、
一
層

の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

各
教
科
や
道
徳
授

業
で
、
平
和
の
大

切
さ
を
教
え
て
い
る
。
町
内
に
残

る
貴
重
な
資
料
や
、
戦
争
体
験
者

か
ら
、
当
時
の
生
活
状
況
を
聞
き

取
り
す
る
な
ど
の
機
会
を
設
け
、

学
習
し
て
い
る
。
中
学
校
で
は
、

日
本
が
歩
ん
で
き
た
戦
争
の
経
過

や
そ
の
後
の
平
和
へ
の
活
動
な
ど
、

学
習
教
材
や
資
料
等
を
使
っ
て
学

習
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
心
を
発
達
段
階
で
育
て
上
げ
、

平
和
取
り
組
み
の
指
導
・
助
言
を

し
て
い
る
。町

民
に
対
し
て
の
推
進

活
動
を
聞
き
た
い
。

町
民
向
け
に
は
活
動
を

推
進
し
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
れ
を
契
機
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

21
年
第
3
回
定
例
会
で
、

「
食
育
は
推
進
計
画
で

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
」
と
、
推

進
計
画
を
提
案
し
た
。
再
度
、
町

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

当
初
計
画
よ
り
遅
れ
て

い
る
が
、
健
康
増
進
計

画
の
中
で
、
食
育
推
進
計
画
を
見

据
え
、
食
生
活
の
課
題
に
対
す
る

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
ち
づ

く
り
・
人
づ
く
り
の
視
点
で
、
食

育
推
進
計
画
に
取
り
組
み
た
い
。



福
島

福
島

町
長

再
質
問

町
民
と
一
体
で

緑
化
を
進
め
た
い

環
境
経
済
課
長

今
後
の
緑
化
推
進
策
は
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福島　正明 議員
ふ く ま さ あ きし ま

植
物
・
森
林
等
は
、
地

球
温
暖
化
防
止
や
生
物

多
様
性
保
全
の
観
点
か
ら
、
役
割

に
対
す
る
関
心
や
存
在
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。
町
で
も
緑
化

推
進
基
本
計
画
・
実
施
計
画
を
策

定
し
努
力
し
て
い
る
が
、
町
内
は

開
発
が
進
み
、
駐
車
場
や
公
園
等

は
物
足
り
ず
、
木
々
の
植
栽
に
よ

る
自
然
環
境
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
必
要
だ
。
10
年
、
20
年
先
を
見

据
え
、
常
緑
樹
な
ど
を
植
栽
し
、

他
の
町
に
な
い
よ
う
な
緑
に
包
ま

れ
た
魅
力
あ
る
昭
和
町
を
目
指
す

べ
き
だ
。
都
市
化
さ
れ
た
中
に
も

自
然
が
あ
り
、
青
空
と
緑
と
産
業

の
町
で
あ
る
本
町
の
緑
化
計
画
を
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
聞

き
た
い
。

公
園
等
の
完
成
か
ら
日

が
浅
く
、
今
後
は
身
近

な
緑
地
の
配
置
を
検
討
す
る
段
階

と
な
っ
て
い
る
が
、
施
設
に
相
当

な
投
資
が
必
要
で
、
核
と
な
る
大

規
模
公
園
は
、
財
政
状
況
か
ら
は

当
分
見
込
め
な
い
状
況
だ
。

　
現
在
行
っ
て
い
る
土
地
開
発
指

導
要
綱
に
基
づ
く
緑
地
確
保
や
、

公
園
の
緑
に
重
点
を
置
い
た
整
備
・

指
導
で
緑
地
の
拡
大
を
進
め
、
役

場
敷
地
を
含
め
た
公
共
用
地
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
で
、
緑

地
拡
大
を
目
指
し
た
い
。

　
ま
た
、
押
原
公
園
親
水
広
場
横

に
町
民
花
壇
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
に
花
の
苗
・
乙
女
椿
な
ど

樹
木
の
苗
配
布
を
行
い
、
地
区
公

会
堂
・
公
民
館
な
ど
の
緑
化
を
、

町
民
と
一
体
と
な
り
進
め
て
い
き

た
い
。

昭
和
町
・
我
が
家
の
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
運
動
や
、

公
園
の
一
角
に
記
念
植
樹
帯
を
設

け
た
り
、
企
業
に
緑
化
推
進
を
求

め
る
な
ど
、
町
の
積
極
的
な
協
力

体
制
を
考
え
て
ほ
し
い
。植栽

場
所
の

な
い
方
の
対

応
や
、
公
園
の
植
樹
な
ど
相
当
な

面
積
が
必
要
に
な
る
が
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
企
業
等
に

も
協
力
を
求
め
、
緑
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
行
い
た
い
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
も
植
樹
祭
を
実
施



河田あけみ 議員
か わ だ

町
長

河
田

河
田

河
田

相
談
状
況
を

考
慮
し
判
断

教
育
長

教
育
長

今
後
の
状
況
を

見
て
判
断

弁
当
の
日
の

取
り
組
み
は

教
科
書

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
は
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消費生活相談窓口の設置を

消
費
者
相
談
員
を
委
嘱

さ
れ
、
活
動
し
て
い
る

方
は
4
人
い
る
が
、
町
に
相
談
コ

ー
ナ
ー
や
窓
口
設
置
を
す
る
考
え

は
あ
る
か
、
聞
き
た
い
。

町
で
は
啓
発
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
な
ど
、

周
知
に
努
め
て
い
る
。
消
費
者
生

活
相
談
日
の
開
設
や
、
消
費
生
活

地
域
講
座
も
開
設
し
て
い
る
。
相

談
窓
口
の
設
置
は
、
近
隣
市
と
連

携
す
る
な
ど
、
今
後
の
相
談
状
況

を
考
慮
し
、
判
断
し
て
い
き
た
い
。

「
弁
当
の
日
」
と
は
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で

作
っ
た
弁
当
を
学
校
で
食
べ
る
日

の
こ
と
。
親
に
手
伝
っ
て
も
ら
わ
ず
、

自
分
で
弁
当
を
作
る
こ
と
は
「
子

ど
も
の
自
立
や
成
長
を
促
し
、
生

き
る
力
を
目
覚
め
さ
せ
る
」
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　
す
で
に
昨
年
、
常
永
小
で
県
内

初
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。
全

町
の
学
校
で
取
り
組
む
価
値
は
大

き
い
と
思
う
が
当
局
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
自
ら

が
取
り
組
ん
だ
児

童
会
行
事
だ
が
、
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
目
標
を
決
め
て
行
わ
れ
た
。

一
定
の
効
果
あ
る
教
育
事
業
と
考

え
る
が
、
子
ど
も
・
学
校
・
家
庭

が
認
識
を
持
ち
、
体
制
の
整
え
ら

れ
た
学
校
で
実
践
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

パ
ソ
コ
ン
画
面
上
で
本

を
再
生
し
た
り
、
拡
大

教
科
書
・
点
字
教
科
書
な
ど
、
障

が
い
者
の
た
め
の
デ
イ
ジ
ー
教
科

書
の
普
及
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

町
内
の
小
・
中
学

校
4
校
に
特
別
支

援
学
級
が
設
置
し
て
あ
り
、
町
独

自
で
教
育
補
助
員
を
採
用
し
、
必

要
な
教
育
的
支
援
を
し
て
い
る
。

　
現
行
制
度
で
は
デ
イ
ジ
ー
教
科

書
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
今

後
の
状
況
を
見
て
判
断
し
て
い
き

た
い
。

県
内
初
の
弁
当
の
日
を
行
っ
た
常
永
小

み
ん
な
の
お
弁
当

実
践
学
校
に
は

支
援
し
て
い
く
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西
条
新
田
区
（
第
10
回
）

1
月
28
日
　
西
条
新
田
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
西
条
新
田
区
民
　
30
人

●
参
加
議
員
　
7
人

●
産
業
土
木
常
任
委
員
会

 
野
中
敏
美
委
員
長

Q
　
鎌
田
川
に
砂
が
た
ま
っ
て
い
る
。

甲
斐
市
と
話
し
合
い
を
し
て
解
決
し
て

ほ
し
い
。
可
能
な
ら
県
へ
申
し
入
れ
、

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

A
　
し
ゅ
ん
せ
つ
の
問
題
は
以
前
一
般

質
問
も
さ
れ
た
（
議
会
広
報
No
1
4
6
）

今
川
や
常
永
川
な
ど
は
町
が
予
算
内
で

し
ゅ
ん
せ
つ
し
て
い
る
。
甲
斐
市
に
河

川
管
理
状
況
を
申
し
入
れ
協
議
し
た
い
。

Q
　
新
入
消
防
団
員
の
確
保
に
苦
労
を

し
て
い
る
。
役
場
に
勧
誘
の
苦
情
が
あ

る
と
聞
き
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
思
い
が

す
る
。
も
う
少
し
新
し
い
区
民
に
も
協

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
　
地
域
の
交
流
が
少
な
く
な
り
、
ど

う
し
て
も
昔
か
ら
の
お
宅
に
お
願
い
す

る
こ
と
が
多
い
。
上
河
東
区
な
ど
は
執

行
部
の
役
員
が
一
緒
に
依
頼
に
回
り
、

役
員
さ
ん
も
助
言
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
地
域
で
も
協
力
態
勢
を

強
化
し
て
欲
し
い
。

Q
　
予
算
提
案
に
議
会
が
ど
う
取
組
む

の
か
。
高
齢
者
を
守
る
観
点
や
、
子
ど

も
の
た
め
に
も
要
望
は
通
し
て
ほ
し
い
。

特
に
子
ど
も
た
ち
の
暑
さ
対
策
、
環
境

面
の
配
慮
な
ど
必
要
だ
。

A
　
教
育
厚
生
で
行
っ
た
予
算
提
案
は

限
ら
れ
た
税
金
の
中
で
の
提
案
で
、
財

源
の
問
題
の
視
点
か
ら
も
検
討
を
促
し

て
い
る
。
町
長
も
教
育
・
福
祉
予
算
を

減
ら
さ
ず
に
と
言
っ
て
い
る
。

　町議会の役割は地域住民の悩みや声を聴き、議論・

調査・研究を進め、昭和町の住民福祉の向上と地域

社会の活力ある発展を目指していきます。

　井戸端会議で出された意見・要望は、結果報告書

として区長に提出します。すべての意見・要望を満

たすわけにはいきませんが、議会は執行機関と一緒

になって、課題解決に知恵を絞っていきます。

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

前回148号の15ページ、
上河東区の井戸端会議の中に誤りがありました。
誤　Ａ　区画整理の中で、
正　Ａ　区画整理ともあわせる中で、
お詫びして訂正します。

お
詫
び
と
訂
正
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上
河
東
二
区
（
第
12
回
）

2
月
18
日
　
上
河
東
二
区
集
会
所

●
出
席
者
 
上
河
東
二
区
民
　
30
人

●
参
加
議
員
　
5
人

●
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
保
坂
明
子
委
員
長

築
地
新
居
区
（
第
11
回
）

２
月
17
日
　
築
地
新
居
区
公
会
堂

●
出
席
者
 
築
地
新
居
区
民
　
37
人

●
参
加
議
員
　
7
人

●
総
務
常
任
委
員
会

　
福
島
正
明
委
員
長

Ｑ
　
町
営
住
宅
Ａ
棟
西
側
を
一
部
買
い

上
げ
、
道
路
の
隅
切
り
（
道
路
拡
張
）

を
再
三
お
願
い
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

進
ま
な
い
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
移
動
も

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
交
通
事
故
が

お
き
て
か
ら
で
は
遅
い
。

Ａ
　
当
局
と
の
話
で
は
3
メ
ー
ト
ル
四

方
の
隅
切
り
（
道
路
拡
張
）
を
買
収
す

る
こ
と
で
地
権
者
の
了
解
を
も
ら
い
、

補
正
予
算
で
対
応
す
る
と
の
こ
と
だ
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
移
動
は
企
画
財
政
課

に
確
認
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
対
応
す

る
。

Ｑ
　
粗
大
ゴ
ミ
に
荷
札
を
付
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
つ
い
て

い
な
い
。
荷
札
が
必
要
で
あ
れ
ば
徹
底

す
る
べ
き
だ
し
、
つ
け
な
く
て
も
い
い

な
ら
な
く
し
た
ら
ど
う
か
。

Ａ
　
ゴ
ミ
処
理
な
ど
荷
札
の
設
置
が
守

ら
れ
て
い
な
い
実
態
が
あ
る
。
荷
札
を

ま
じ
め
に
つ
け
て
出
し
て
い
る
人
も
、

マ
ナ
ー
の
悪
い
人
も
い
る
。
当
局
と
協

議
し
て
い
く
。

Ｑ
　
国
母
の
立
体
交
差
点
を
県
道
市
川

三
郷
線
か
ら
右
折
す
る
た
め
に
、
右
折

矢
印
の
信
号
機
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
　
現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
渋
滞
も

考
え
ら
れ
、
大
変
で
あ
る
と
思
い
、
担

当
課
へ
依
頼
し
た
。
町
外
で
あ
る
が
警

察
に
要
望
す
る
と
回
答
を
頂
い
て
い
る
。

Ｑ
　
区
画
整
理
は
ま
だ
か
か
る
と
聞
く
。

築
地
新
居
の
地
域
が
取
り
残
さ
れ
て
い

る
が
、
農
業
振
興
地
域
を
見
直
し
て
ほ

し
い
。

Ａ
　
区
画
整
理
も
や
っ
と
イ
オ
ン
が
オ

ー
プ
ン
し
進
ん
で
き
た
。
市
街
化
区
域

の
問
題
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、

町
全
体
を
見
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず

難
し
い
。

Ｑ
　
町
外
か
ら
押
原
小
学
校
に
入
学
し

た
い
と
い
う
人
が
い
て
も
、
周
り
に
ア

パ
ー
ト
が
な
い
た
め
他
の
学
区
に
な
っ

て
し
ま
う
。
解
決
策
は
な
い
か
。

Ａ
　
議
会
で
も
何
回
か
こ
の
問
題
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
学
区
の
見
直
し
の
一

般
質
問
も
さ
れ
（
議
会
だ
よ
り
No
1
4
7
）

教
育
委
員
会
も
状
況
を
見
て
検
討
し
て

い
く
問
題
だ
と
思
う
。
学
区
を
変
え
る

こ
と
で
均
衡
を
図
る
考
え
方
も
あ
る
。

Ｑ
　
高
齢
化
で
車
を
運
転
で
き
な
く
な

る
人
も
増
え
る
。
昔
の
よ
う
に
往
診
し

て
く
れ
る
医
者
が
少
な
い
。
往
診
し
て

く
れ
る
医
者
を
増
や
す
よ
う
、
町
で
も

働
き
か
け
を
し
て
く
れ
な
い
か
。

Ａ
　
ま
ず
は
医
師
会
に
要
望
を
出
し
た

ら
ど
う
か
。
社
協
に
登
録
し
た
運
転
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
、
要
請
が
あ
る
家

に
町
所
有
の
福
祉
車
両
で
迎
え
に
行
き
、

病
院
や
買
い
物
に
送
り
迎
え
し
て
い
る
。

社
協
に
も
相
談
し
て
ほ
し
い
。



議会からの要望や議員の質問に、当局がその後どのように対応し、

どうなっているのかを追跡・検証してみました。
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毎年、防災訓練を各区で実施しているが、集合訓
練など広域的な総合訓練が行われていない。4、5

年に一度は地区自主防災組織では対応できない大規模地
震を想定し、実践的な総合避難訓練を実施してはどうか。

実践的な総合防災訓練の必要性は認識している。
防災公園を備えた押原公園が22年度に完成する予

定なので、これらに対応した総合防災訓練を計画したい。

ふ
れ
あ
い
祭
り
で
お
店
が
盛
況

出
初
式
で
の
消
防
訓
練

平成22年度には押原公園で防災
訓練を実施できなかったが、23年度に
『山梨県地震防災訓練』を実施する予
定になったので、その訓練の一環とし
て、昭和町でも町民を対象とした避難
訓練等を計画している。

　　押原小・押原中・昭和高校の連携事業と
して行っている。前年度のふれあい祭りでは、
キャリア教育の一環として押原小の児童がお
店を出した。お店の楽しさやお客さんとの触
れ合いなどを満喫することができ、学校生活
では味わうことのできない貴重な体験をする
ことができた。また、押原小・押原中・昭和
高校合同で国母駅周辺の清掃などを行ってい
る。今後、押原公園の清掃活動も行う予定だ。

子どもたちの成長や発達において、社会的・
職業的自立が遅れる傾向から、キャリア

教育が求められている。県下初のキャリア教育
指定校として、本町の学校が指定を受けているが、
どのようなキャリア教育を推進していくのか。

3年間モデル校に指定されている。以前よ
り総合的な学習の時間や特別活動などで

子どもの生きる力をはぐくむ教育が行われている。
町の工業団地や商工会の企業にも依頼して、35
事業所から協力もいただいている。より充実し
たものにするため、具体的な取り組みを県と協
調し推進をはかりたい。



改革・○○する議会1

一般会計予算○○億8,200万円可決2

昭和町地域包括支援センター
○人体制に

3

キャリア教育で○○○○祭りに
児童が出店

4

《応募方法》
　はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」を
記入してください。議会への要望・意見等もあ
りましたら、お受けします。
《あて先》
〒409-3880　昭和町押越542-2
昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
《しめきり》
　5月末日　消印有効

空欄に適切な言葉を入れてください。 議会だよりを読んでくださいヒント

皆さまからいただいた議会クイズの
おハガキの中から、ピックアップして
掲載しました。ありがとうございました。

148号クイズの答え
① 政策提案　② 2　③ 農産物　④自治基本
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四
月
一
日
付
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
三
年
間
、

議
会
事
務
局
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
海

野
豊
氏
が
環
境
経
済
課
に
、
後
任
と
し

て
、
前
学
校
教
育
課
長
の
河
西
実
氏
が

議
会
事
務
局
長
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
事
務
局
長
に

河
西
　
実
氏
が
就
任
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No.

2
0
1
1
.4
.2
2

T
E
L
.

T
E
L
.

FA
X
. 0
5
5
-2
7
5
-8
8
4
2（
直通

）
0
5
5
-2
7
5
-2
1
1
1
㈹

0
5
5
-2
7
5
-5
2
5
0

山
梨
県
昭
和
町
議
会

〒
4
0
9
-3
8
8
0

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
5
4
2
-2

■
発
　
行

議
長

　浅
川
武
男

■
発
行
人
　

広
報
編
集
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
平
成
19
年
4
月
の
統
一
地

方
選
挙
で
16
人
の
議
員
が
選

出
さ
れ
、
私
た
ち
6
人
が
広

報
編
集
委
員
と
し
て
、
4
年

間
そ
の
職
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
議
員
は
浅
川
議
長
の
下
、

議
会
改
革
に
取
り
組
み
、
山

梨
学
院
大
学
と
の
提
携
や
、

議
会
基
本
条
例
の
制
定
、
各
区
へ
出
向
き
住
民
と
の

井
戸
端
会
議
、
ま
た
、
区
長
会
と
も
座
談
会
を
開
催

し
、
活
発
な
議
員
活
動
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
広
報
編
集
は
、
従
来
か
ら
の
恒
例
を
打
破
す
べ
く
、

毎
回
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
町
民
が
興
味
を
持
て

る
よ
う
な
紙
面
構
成
に
心
血
を
注
ぎ
、
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
1
4
1
号
は
全
国
2
位
の
優
秀
賞
を
、
1
4
8

号
は
8
位
の
栄
冠
に
輝
い
た
こ
と
は
、
私
ど
も
議
会

の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
通
し
、
町
民
に
議
会
活
動
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
昭
和
町
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。
長
い
間

の
ご
愛
読
を
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
萩
原
　
馨
・
記
）

　
　
○
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
委
　

員
　

長
　
　
河
田
あ
け
み

　
　
　
副
委
員
長
　
　
河
住
　
保
茂

　
　
　
委
　
　
員
　
　
萩
原
　
　
馨
 
保
坂
　
明
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
敏
美

　
阿
原
地
区
の
西
側
を
今
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

地
区
の
中
心
よ
り
桜
の
木
が
並
び
、
お
花
見
と
も

な
れ
ば
美
事
な
桜
の
花
道
と
な
り
ま
す
。

　
春
の
桜
祭
り
に
は
公
会
堂
の
庭
で
餅
つ
き
大
会
、

秋
に
は
天
白
神
社
で
合
秋
祭
と
運
動
会
、
そ
れ
ぞ

れ
天
幕
を
張
っ
て
年
1
回
の
祭
り
を
楽
し
み
ま
す
。

今
川
を
守
る
会
で
は
、
年
1
回
の
史
跡
め
ぐ
り
を

し
ま
す
。
あ
る
時
、
旧
家
か
ら
船
で
お
伊
勢
参
り

を
し
た
記
録
が
出
て
き
た
こ
と
で
、
私
た
ち
も
往

年
の
有
志
た
ち
の
夢
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
と
、
総

勢
30
人
が
天
白
神
社
に
参
拝
し
、
朝
5
時
に
記
録

に
あ
る
身
延
道
を
歩
き
は
じ
め
、
途
中
南
湖
の
公

園
で
朝
食
を
取
り
、
船
着
場
に
は
午
前
10
時
こ
ろ

着
き
ま
し
た
。
木
製
の
舟
が
お
い
て
あ
り
、
や
っ

と
往
年
の
有
志
た
ち
の
夢
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　
秋
に
は
早
川
町
の
奈
良
田
地
区
の
物
語
、
女
帝

天
皇
の
話
や
奈
良
田
の
七
不
思
談
話
、
焼
畑
農
業

な
ど
農
具
や
作
業
衣
な
ど
の
展
示
物
を
見
学
し
、
並
々

な
ら
ぬ
苦
労
を
味
わ
っ
た
皆
さ
ま
の
写
真
な
ど
も

拝
見
し
、
何
百
年
も
続
く
農
業
を
ひ
た
す
ら
守
っ

て
き
た
こ
と
、
人
々
の
絆
の
強
さ
な
ど
も
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　
甲
府
市
内
か
ら
、
昭
和
町
に
来
て
は
や
30
年
が

経
ち
ま
し
た
。
最
初
は
西
条
一
区
で
営
業
し
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
合
わ
せ
て

今
の
河
東
中
島
に
移
転
し
、
郷
土
料
理
「
棡
原
」

を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

　
当
時
は
昭
和
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
は
ほ
と
ん
ど
飲

食
店
も
な
く
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン
で
停

滞
す
る
車
の
列
を
眺
め
る
と
、
隔
世
の
感
が
し
ま
す
。

昭
和
町
に
は
お
い
し
い
水
が
あ
り
、
周
り
の
農
家

の
皆
さ
ま
か
ら
頂
く
新
鮮
な
野
菜
と
お
客
さ
ま
に

も
恵
ま
れ
、
営
業
し
て
き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
映
像
を
見
る
た
び
、

震
災
前
に
は
何
軒
の
飲
食
店
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、

胸
が
痛
み
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
同
時
に
、
自
分
た
ち
が
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
60
歳
を
超
え
て
か
ら
、
健
康
の
た
め
に

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
黙
々
と
歩
い
て

い
る
と
、
す
れ
違
う
方
々
に
笑
顔
で
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
小
中
学
生
は
大
き
な
声
で

あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
と
、
元
気
を
も
ら
っ
た
よ

う
で
、
つ
い
つ
い
遠
回
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
被
災
地
が
復
興
し
た
と
い
え
る
の
は
、
現
地
の

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
、
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
。
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河
東
中
島
区

辻
　
　
和
夫
さん

つ
じ

か
ず

お

紙
漉
阿
原
の
四
季
折
々

笑
顔
の
あ
い
さ
つ

紙
漉
阿
原
区

今
村
美
智
子
さん

い
ま

む
ら

ち

こ

み


